
９月２４日、本部会議室において、韓国・釜山地下鉄労組との意見交換会が開催され

ました。意見交換会を通じて韓国と日本の労働者同士の交流をつくり出す目的がありま

す。最初に、ＪＲ東労組からＪＲ東日本会社の現状や、青年の現状について説明を行い

ました。その後、韓国の仲間から釜山地下鉄労組の青年部の紹介や、状況について報告

をいただきました。釜山地下鉄は、約４５００名の社員がいて、その内組合員は約４０

００名、青年部員は約２０００名所属しているそうです。 

質疑応答では、なぜ労働組合運動を頑張っているのか？取り組みを進めていくうえで

どのような悩みがあるか？など出し合い、国やたたかいの歴史は違いますが、労働組合

は労働者の為にあり、たたかいをつくり出していくことは共通の課題であるという事を

学びました。今後も労働者同士の交流を大切にし、共にたたかっていきます。 

国際交流を通じて労働者同士の連帯をつくり出そう！ 
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韓国・釜山地下鉄労組との 

意見交換会に参加！！ 

 


